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第4回本部町議会4月臨時会審議案件一覧

第5回本部町議会5月臨時会審議案件一覧

第6回本部町議会6月定例会審議案件一覧

令和
2年

令和
2年

令和
2年

議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

議案第33号 工事請負契約の締結について（健堅本部落線道路改良工事〈Ｒ２－１〉） 令和2年5月27日 原案可決

議案第34号 工事請負契約の締結について（健堅本部落線道路改良工事〈Ｒ２－２〉） 令和2年5月27日 原案可決

議案第35号 特別職の職員で常勤ものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 令和2年5月27日 原案可決

議案第36号 令和2年度本部町一般会計補正予算について 令和2年5月27日 原案可決

陳情第3号 本町農業関係者への支援について 令和2年5月27日 採　択

決議第4号 本部町経済再生に向けた支援体制構築にかかる要請決議 令和2年5月27日 原案可決

議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

報告第8号 令和元年度本部町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 令和2年6月18日 報　告

議案第37号 本部町過疎地域自立促進計画の変更について 令和2年6月22日 原案可決

議案第38号 本部町税条例の一部を改正する条例の制定について 令和2年6月22日 原案可決

議案第39号 本部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 令和2年6月22日 原案可決

議案第40号 本部町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 令和2年6月22日 原案可決

議案第41号 本部町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 令和2年6月22日 原案可決

議案第42号 動産の買入れ契約の締結について 令和2年6月22日 原案可決

議案第43号 令和2年度本部町一般会計補正予算について 令和2年6月22日 原案可決

議案第44号 令和2年度本部町国民健康保険特別会計補正予算について 令和2年6月22日 原案可決

議案第45号 工事請負契約の締結について（伊野波橋橋梁整備工事〈上部工〉） 令和2年6月18日 原案可決

議案第46号 本部町学校給食費徴収条例の一部を改正する条例の制定について 令和2年6月22日 原案可決

意見書第2号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 令和2年6月22日 原案可決

議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

報告第7号 令和元年度本部町水道事業会計予算繰越報告について 令和2年4月24日 報　告

議案第30号 専決処分の承認を求めることについて（本部町税条例等の一部を改正する条例） 令和2年4月24日 承　認

議案第31号 専決処分の承認を求めることについて（本部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 令和2年4月24日 承　認

議案第32号 令和２年度本部町一般会計補正予算について 令和2年4月24日 原案可決
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第５回臨時会において原案可決
本部町経済再生に向けた支援体制構築にかかる要請決議

要請決議の内容

本部町経済再生に向けた支援体制構築にかかる要請決議

　新型コロナウイルス（COVID-19）感染拡大の影響により、世界的な医療崩壊や経済崩壊が深刻化し、

計り知れない危機的状況である。我が国においても4月16日に「緊急事態宣言」が全都道府県に発出され

たが、全国的な感染拡大により期間延長を余儀なくされ、国民は事業者の営業自粛等により生活困窮に

陥っているなか、5月14日には感染者の減少と早期経済活動の再開に向け、本県を含む39県で解除された。

　国においては、国民一人あたり一律10万円の給付や、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金、各種給付金制度や融資制度等の諸施策を講じ、国民の一時的な生活確保及び経済回復に向け取り

組んでいる。

　本県においても来県自粛や外出自粛を求める緊急事態措置を5月31日まで延長したが、事業者への休

業要請は当初予定を前倒しして、部分的な解除がなされた。しかしながら当面、新型コロナウイルス第

2波、第3波と感染拡大への懸念は払拭されず、深刻な経営状況が続くものと予想される。

　本町においても、観光産業をはじめとする各産業に大きな影響を及ぼしている。去った4月24日本部

町議会第4回臨時会において、国からの特別定額給付金を含む13億9千万余の補正予算が上程され、全会

一致で可決した。

　本町の農・水・畜産業及び商工観光業の現状は、観光入域客の減少によりホテル及び飲食業での需要

減少、また航空機の減便による本土出荷の低迷等により、従事者への損失は膨大となっている。よって

今後の、町内の経済回復、児童生徒の学力の維持、交通弱者への対応、医療体制の維持など、多岐にわ

たる対策と支援は重要かつ喫緊の課題となっている。

　新型コロナウイルスの早期収束による平穏な生活を取り戻すことと、町民の生活の向上と安定を図る

ため、緊急的な支援対策を構築していただくよう次記事項を強く要請する。
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記

一　緊急支援について

・本町の一次産業を担う農業、水産業、畜産業を担う事業者に「生産活動の支援」「販売促進への支援」

として緊急的な支援対策を早急に構築する。

・中小企業や小規模事業主、観光関連産業等への各種支援策に関する手続を、早急かつ円滑に行う

ための取組みを早急に構築する。

一　教育支援について

・児童生徒のメンタルケアに関する取組みと、保護者に対する経済的支援及びオンライン授業によ

る学力維持推進を早急に構築する。

一　その他の支援等について

・町民への生活支援を早急に構築する。

・母子・父子家庭への生活支援を早急に構築する。

・交通弱者への生活支援を早急に構築する。

一　医療体制の維持

・医療体制の維持と医療従事者の安全確保を図る。

以上

　令和2年5月27日

沖縄県本部町議会

　宛先：本部町長
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第6回6月定例会にて報告令和
2年

事 業 名 金 額 繰 越 要 因

社会保障・税番号制度システム整備作業 （596）
596 

国の示すデータ標準レイアウトに即した基幹システムの
改修等に時間を要したため。事業完了予定：Ｒ2年6月末

プール解体工事 （29,442）
29,442 

児童クラブの建築発注予定が7月頃の予定であり、現場
の安全管理上解体工事後、間を空けず児童クラブの建築
工事に入るため。解体工事をＲ2年5月21日に発注し、7月
20日の解体完了予定。

本部農業振興地域整備計画策定業務 （5,236）
5,236 

沖縄県との調整並びに、現場確認等に時間を要したた
め。 事業完了予定：Ｒ2年12月末

災害に強い高機能型栽培施設導入推進事業 （48,620）
29,172 

交付決定が遅れてＲ1年11月27日となり、必要な工期を確
保することができないため。- 事業完了予定：Ｒ2年6月末

本部半島・伊江島エリア観光促進事業 （1,967,655）
1,239,361 

本事業で整備する新施設は、地域住民の利用だけでなく、
本部港に寄港する大型クルーズ船客の受入れ施設として
の機能もある。国際クルーズ拠点港に選定された本部港
を整備する沖縄県と旅客ターミナルビルを整備するクルー
ズ船社との覚書締結が遅れているため、本事業の交付決
定についても不測の日数を要した、本事業の交付決定は、
令和元年12月13日付け。 事業完了予定：Ｒ3年3月末

健堅本部落線道路改良事業 （77,752）
21,742 

用地買収に時間を要したため。
事業完了予定：Ｒ3年3月末

瀬底島一周線道路改築事業 （176,053）
157,803 

用地買収に時間を要したため。
事業完了予定：Ｒ3年3月末

石川謝花線（石川・豊原区間）道路改築事業 （117,698）
87,625 

用地買収に時間を要したため。
事業完了予定：Ｒ3年3月末

嘉津宇具志堅線道路改築事業 （82,725）
77,252 

用地買収に時間を要したため。
事業完了予定：Ｒ3年3月末

満名川線道路整備事業 （235,005）
209,854 

用地買収に時間を要したため。
事業完了予定：Ｒ3年3月末

伊野波本線（伊野波橋）道路改修事業 （157,319）
157,319 

交付決定が3月となり、必要な工期を確保できないため。
事業完了予定：Ｒ3年3月末

謝花第２団地新築整備事業 （373,516）
217,745 

隣地補償物件の交渉において時間を要したため。
事業完了予定：Ｒ2年11月末

嘉津宇団地新築整備事業 （42,489）
16,725 

用地買収に時間を要したため。
事業完了予定：Ｒ2年5月1日

スクールバス購入業務 （7,899）
7,899 

車両は受注生産品で納期はメーカー工場の稼動状況に左
右される。請負業者からメーカーに正式に納期を確認した
ところ、請負業者への納車が令和2年4月末の見込みとの
回答を得てたが、5月中旬となった。また、納車後請負業
者にてオプション取り付け作業等がある。
事業完了予定：Ｒ2年6月末

上本部小中一貫校校舎等改築事業（小学校費） （373,108）
235,916 

資材搬入路に隣接する解体工事の遅延に伴い、本工事現
場への資材搬入に支障が生じた。よって基礎工事の完成
に不測の日数を要し、工期の見直しを行った。
事業完了予定：Ｒ2年6月末上本部小中一貫校校舎等改築事業（中学校費） （125,366）

78,160 

合　計 （3,820,479）
2,571,847 −

※上段は（　）は全体事業費　下段は繰越金額

令和元年度本部町一般会計繰越明許費事業一覧
一般会計 （単位：千円）
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第6回定例会において原案可決
新たな過疎対策法の制定に関する意見書

要請決議の内容

新たな過疎対策法の制定に関する意見書

　過疎対策については、昭和45年に「過疎地域対策緊急措置法」制定以来、4次にわたる特別措置法の制

定により、総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域における生活環境の整備や産業の振興など一定

の成果を上げたところである。

　しかしながら、依然として多くの集落が消滅の危機に瀕し、また、森林管理の放置による森林の荒廃

や度重なる豪雨・地震等の発生による林地崩壊、河川の氾濫など、極めて深刻な状況に直面している。

　過疎地域は、我が国の国土の過半を占め、豊かな自然や歴史・文化を有するふるさとの地域であり、

都市に対する食料・水・エネルギーの供給、国土・自然環境の保全、いやしの場の提供、災害の防止、

森林による地球温暖化の防止などに多大な貢献をしている。

　過疎地域が果たしているこのような多面的・公益的機能は国民共有の財産であり、それは過疎地域の

住民によって支えられてきたものである。

　現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は令和3年3月末をもって失効することとなるが、過疎地域が果

たしている多面的・公益的機能を今後も維持していくためには、引き続き、過疎地域に対して総合的か

つ積極的な支援を充実・強化し、住民の暮らしを支えていく政策を確立・推進することが重要である。

　過疎地域が、そこに住み続ける住民にとって安心・安全に暮らせる地域として健全に維持されること

は、同時に、都市をも含めた国民全体の安心・安全な生活に寄与するものであることから、引き続き総

合的な過疎対策を充実・強化させることが必要である。

　よって、新たな過疎対策法の制定を強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和2年6月22日

沖縄県本部町議会

　宛先：内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、農林水産大臣、国土交通大臣
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6月定例会一般質問令和
2年

※議会だよりに掲載されている一般質問の内容は、各議員が会議録に基づいて要約したものを掲載しております。

質 問 者 質 問 事 項

1 小橋川　　　健 １. 町内のコロナ対策の成果とこれからの課題
２. 北部基幹病院について

2 喜　納　政　樹 １. 新型コロナウイルス関連について
２. 公営施設使用料の減免・免除について

3 仲宗根　須磨子 １. 塩川沖に停泊している土砂運搬船の
   及ぼす影響について

4 具志堅　　　勉
１. 谷茶線（辺名地への登り口）のすべり止め工事及び
　 防犯灯一時停止ポケットの設置について
２. 中学校３年生と高校３年生の学習支援について
３. 国道449号及び県道84号線の進捗状況の確認について
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一般質問

8

小
橋
川
議
員　

町
内
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
成
果
と
こ
れ

か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
。

町
内
の
各
種
団
体
、
事
業

所
と
の
連
携
、
情
報
共
有

は
さ
れ
て
い
た
の
か
。
ま

た
、
各
種
団
体
間
の
連
携

は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

本
町
で
は
、
去
る

二
月
十
四
日
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

県
内
初
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
以
来
、
二
月
十
七

日
に
は
県
内
で
も
い
ち
早

く
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

て
お
り
ま
す
。
商
工
会
や

観
光
協
会
、
医
療
機
関

な
ど
の
各
種
団
体
と
連
携

し
、
国
や
県
か
ら
発
出
さ

れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
予
防
対
策
に

関
す
る
情
報
を
共
有
し
、

町
内
の
各
事
業
所
に
迅
速

に
情
報
を
伝
達
し
て
き
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
つ

つ
あ
る
現
在
は
、
国
や

県
、
町
の
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
対
象
者
へ
周
知
を
行

い
、
事
業
の
申
請
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
次
に
、
各
種
団
体

間
の
連
携
に
つ
き
ま
し
て

は
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、

飲
食
業
組
合
、
建
設
業
者

会
、
農
業
団
体
、
漁
協
組

合
等
、
町
内
の
十
団
体
を

網
羅
し
た
「
強
い
も
と
ぶ

経
済
づ
く
り
幹
部
会
議
」

を
開
催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
情
報

交
換
を
行
う
等
、
各
種
団

体
間
の
連
携
を
図
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
各
種
団

体
と
継
続
し
て
連
携
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

小
橋
川
議
員　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
自
粛
期
間

を
経
て
、
町
内
の
買
い
物

弱
者
の
問
題
が
さ
ら
に
深

刻
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

と
考
え
ま
す
。
町
と
し
て

こ
の
問
題
に
対
す
る
考
え

と
、
こ
れ
か
ら
の
対
策
を

問
う
。

町
長　

現
在
、
本
町
の

高
齢
化
率
は
、
令
和

二
年
五
月
末
時
点
で
、

三
十
一
・
二
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
小
型
商
店
が

減
少
し
て
い
る
地
区
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
交
通
手

段
が
な
く
、
最
寄
り
の
商

店
ま
で
の
距
離
が
遠
い
高

齢
者
に
と
っ
て
は
、
買
い

物
が
困
難
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も

今
年
度
、
沖
縄
県
の
「
小

さ
な
拠
点
づ
く
り
支
援
事

業
」
を
活
用
し
、
町
内
の

高
齢
者
等
を
対
象
に
、
食

料
品
や
日
用
雑
貨
等
を
販

売
す
る
移
動
販
売
車
の
導

入
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
集
落
内
の
人
が
集
ま

り
や
す
い
場
所
に
移
動
販

売
車
を
置
く
こ
と
で
、
買

い
物
環
境
の
充
実
及
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
移
動
販

売
車
の
活
用
に
あ
た
っ
て

は
、
定
期
的
に
区
長
等
と

意
見
交
換
会
を
行
い
、
買

い
物
が
不
便
な
地
域
を
中

心
に
巡
回
す
る
こ
と
で
、

町
内
全
域
の
買
い
物
環
境

の
改
善
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
橋
川
議
員　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
休
校
期
間

を
経
て
の
、
町
内
小
中
学

校
の
生
徒
の
心
の
ケ
ア

や
、
子
育
て
世
代
の
悩
み

等
に
対
す
る
ケ
ア
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

休
校
期
間
中
は

生
徒
や
保
護
者
と
、
学
校

が
つ
な
が
る
こ
と
を
最
優

先
課
題
に
し
、
電
話
連
絡

や
家
庭
訪
問
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
等
を
通
し
て
、
生
徒
の

健
康
状
況
の
把
握
と
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
対
応
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
実
行
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
学
校

再
開
後
は
近
況
報
告
を
受

け
た
り
、
ま
た
町
長
を
は

じ
め
と
し
た
教
育
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
で
、
直
に
町

内
各
学
校
を
訪
問
し
激
励

と
聞
き
取
り
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
概

ね
生
徒
の
状
況
は
良
好
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
、

養
護
教
諭
や
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
教

育
相
談
員
、
福
祉
課
の
子

ど
も
支
援
員
と
連
携
し
、

引
き
続
き
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
橋
川
議
員　

北
部
基
幹

病
院
の
設
立
に
向
け
た
事

業
の
進
捗
状
況
と
、
町
と

し
て
の
本
事
業
に
対
す
る

こ
れ
か
ら
の
関
わ
り
方
を

問
う
。

町
長　

北
部
地
域
基
幹
病

院
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
県
か
ら
北
部
十
二
市

町
村
に
対
し
、「
北
部
基

幹
病
院
の
基
本
的
枠
組
み

に
関
す
る
合
意
書
（
案
）」

の
指
示
を
受
け
て
以
来
、

複
数
回
に
わ
た
り
県
と
北

部
十
二
市
町
村
間
で
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年

の
二
月
四
日
に
は
北
部
市

町
村
会
で
「
北
部
基
幹
病

院
の
基
本
的
枠
組
み
に
関

す
る
合
意
書
（
再
修
正

案
）」
に
合
意
す
る
方
針

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

小
橋
川
議
員　

北
部
基
幹

病
院
設
立
事
業
は
、
老
若

男
女
関
係
な
く
、
等
し
く

北
部
に
住
む
地
域
住
民
全

員
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
問
題
で
す
。
私
を
含

め
た
議
員
団
も
、
早
期
実

現
の
た
め
、
よ
り
汗
を
か

い
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
当
局
に
お
い
て

も
本
事
業
に
対
す
る
よ
り

一
層
の
尽
力
を
強
く
求
め

て
、
私
の
質
問
を
終
わ
り

ま
す
。

小橋川 健 議員

１．町内のコロナ対策の成果とこれからの課題
２．北部基幹病院について
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喜
納
議
員　

本
町
の

産
業
別
就
業
者
数
の

七
十
二
・
八
％
は
第
三
次

産
業
で
す
。
町
内
の
総
生

産
か
ら
見
て
も
卸
小
売
り

が
十
一
・
四
％
、
宿
泊
飲

食
サ
ー
ビ
ス
が
九
・
五
％

と
第
三
次
産
業
が
占
め
て

い
る
割
合
が
多
い
と
い
う

デ
ー
タ
は
、
ご
存
じ
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

本
町
の
将
来
の
町
づ
く
り

像
と
言
う
の
は
、
ご
承
知

の
通
り
『
太
陽
と
海
と

緑
・
観
光
文
化
の
町
』
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和

五
十
九
年
に
策
定
さ
れ

た
、
第
一
次
の
本
部
町
総

合
計
画
基
本
構
想
か
ら
現

在
の
第
四
次
の
総
合
計
画

基
本
構
想
ま
で
引
き
継
が

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
事
か
ら
考
え
ま
す

と
、
本
町
の
主
要
な
産
業

は
第
三
次
産
業
で
あ
り
、

観
光
産
業
で
あ
る
と
い
う

の
は
厳
然
た
る
事
実
で
ご

ざ
い
ま
す
。
で
あ
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を

受
け
た
地
域
経
済
を
考
え

た
時
に
第
三
次
産
業
へ
の

支
援
は
早
急
に
行
う
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

町
長　

町
の
中
心
的
産
業

は
第
三
次
産
業
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
も
た
ら
す
需
要

に
よ
っ
て
経
済
全
体
、
生

活
全
体
が
回
っ
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

重
々
認
識
す
る
中
で
目

下
、
各
種
政
策
を
打
っ
て

お
り
ま
す
。

喜
納
議
員　

町
長
へ
の
提

案
に
な
り
ま
す
が
、
役
場

職
員
が
先
頭
に
な
っ
て
動

く
こ
と
に
よ
り
、
町
民
や

各
種
団
体
も
足
が
動
く
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
飲

食
業
者
経
営
体
力
再
生
事

業
の
効
果
を
最
大
限
に
す

る
為
に
役
場
職
員
の
皆

さ
ん
に
ラ
ン
チ
だ
け
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
外
食

し
て
く
れ
と
い
う
呼
び
か

け
を
し
て
頂
き
た
い
。
約

二
百
六
十
名
ぐ
ら
い
の
職

員
が
お
り
ま
す
。
決
し
て

強
制
で
は
な
い
ん
で
す

が
、
し
か
し
今
の
状
況
を

鑑
み
た
時
に
、
お
昼
ご
飯

だ
け
で
も
週
に
一
回
で
も

二
回
で
も
い
い
の
で
、
出

来
る
だ
け
町
内
の
飲
食
店

ど
こ
で
も
い
い
で
す
よ
。

飲
食
店
へ
行
っ
て
食
べ
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
い

っ
た
職
員
の
行
動
が
あ
っ

て
こ
そ
、
先
ほ
ど
の
再
生

事
業
が
最
大
限
に
生
き
て

く
る
と
思
う
の
で
す
が
、

町
長
は
ど
う
お
考
え
で
す

か
。

町
長　

と
っ
て
も
い
い

考
え
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
形
で

出
来
る
だ
け
町
の
飲
食
の

消
費
を
拡
大
す
る
と
言
う

事
は
と
て
も
、
い
い
案
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
強

制
は
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
っ
た
気
持
ち

で
町
づ
く
り
を
や
っ
て
行

こ
う
と
い
う
機
運
、
空
気

感
を
作
っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

喜
納
議
員　

町
内
に
お
け

る
公
共
施
設
の
使
用
料
の

減
免
・
免
除
に
つ
い
て
と

言
う
事
で
あ
り
ま
し
た

が
、
社
会
体
育
施
設
、
社

会
教
育
施
設
に
関
し
て
の

施
設
使
用
料
の
減
免
・
免

除
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
と
お
伺
い
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
町
営
グ
ラ
ン
ド
、
町
営

体
育
館
、
中
央
公
民
館
、

そ
の
三
つ
の
施
設
で
す
。

な
ぜ
、
こ
う
い
っ
た
質
問

を
し
た
か
と
申
し
ま
す

と
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
て
学
校
も
閉
校
で
、

も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
学
習
発
表
会
な
ど
も
禁

止
自
粛
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
今
後
、
徐
々
に
解

禁
さ
れ
て
い
く
事
に
あ
た

り
、
各
種
大
会
、
各
種
発

表
会
が
行
わ
れ
て
い
く
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
や

は
り
分
散
開
催
と
言
う
形

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
は
一

会
場
で
出
来
た
の
に
三
、

四
会
場
に
な
る
と
い
う
問

題
が
で
て
き
ま
す
。
そ
う

な
っ
た
時
に
使
用
料
が
倍

に
な
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

そ
れ
を
出
来
る
限
り
、
各

施
設
の
減
免
を
行
っ
て
頂

き
た
い
。
減
免
規
定
も
あ

る
わ
け
で
す
が
、
今
回
、

い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス

ル
感
染
症
の
拡
散
の
問
題

が
あ
っ
た
為
、
分
散
開
催

に
な
る
わ
け
で
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
減
免
規
定
で

は
、
ま
だ
ま
だ
負
担
軽
減

さ
れ
な
い
か
と
考
え
ま
す

の
で
、
今
年
も
し
く
は
今

年
度
中
だ
け
で
も
教
育
委

員
会
の
中
で
特
例
的
な
減

免
を
考
え
て
も
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
私
は
思
う
の

で
す
が
、
そ
れ
が
可
能
か

伺
い
ま
す
。

教
育
長　

コ
ロ
ナ
の
影
響

の
場
合
も
、
た
だ
、
一
会

場
で
出
来
た
大
会
が
分
散

し
て
い
く
と
か
、
こ
う
い

っ
た
場
合
に
は
、
や
っ
ぱ

り
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
考
え

ら
れ
ま
す
か
ら
、
そ
の
影

響
に
関
し
て
は
、
申
請
書

が
出
て
み
な
い
と
分
か
り

ま
せ
ん
か
ら
、
そ
れ
も
出

し
て
も
ら
っ
て
教
育
長
が

特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合

に
は
あ
る
程
度
の
裁
量
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
を

活
用
で
き
る
か
ど
う
か
と

言
う
の
は
検
討
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

新型コロナウイルス関連
１．町内の飲食業者関係者への支援について
２．公営施設使用料の減免・免除について
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仲
宗
根
議
員　

停
泊
し
て

い
る
船
の
錨
が
サ
ン
ゴ
を

傷
つ
け
漁
礁
を
荒
ら
し
て

い
る
。
漁
民
の
生
活
に
も

影
響
が
生
じ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
町
当
局
の
見
解
を

伺
う
。

町
長　

塩
川
港
の
沖
合

百
五
十
メ
ー
ト
ル
か
ら

四
百
メ
ー
ト
ル
内
に
は
常

時
十
隻
前
後
の
運
搬
船
が

停
泊
し
て
い
る
の
が
見
受

け
ら
れ
る
。
船
の
錨
が
サ

ン
ゴ
を
傷
付
け
漁
礁
を
荒

ら
し
て
い
る
と
い
う
現
状

を
本
部
漁
協
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
漁
協
と
し

て
は
そ
の
事
実
の
確
認
が

で
き
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
漁
民
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
令
和
二
年
二

月
上
旬
頃
、
停
泊
し
て
い

る
船
が
漁
船
の
航
行
や
操

業
の
障
害
に
な
っ
て
い
る

と
の
相
談
が
漁
協
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
後
、
塩
川
港
沖
に
停
泊

す
る
運
搬
船
な
ど
が
移
動

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
以
降
の
苦
情
や
相
談
は
、

現
在
は
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
町
と
し
て
は
今
後
も

本
部
漁
協
及
び
漁
業
者
と

の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仲
宗
根
議
員　

船
の
錨

が
サ
ン
ゴ
を
傷
つ
け
漁
礁

を
荒
ら
し
て
い
る
と
い
う

現
状
を
本
部
漁
協
は
確
認

で
き
て
い
な
い
と
い
う
事

で
す
が
、
潜
水
士
や
そ
こ

で
昔
か
ら
漁
を
し
て
い
た

方
々
の
話
に
よ
る
と
、
そ

こ
の
海
域
は
ブ
ー
マ
ー
曽

根
と
言
わ
れ
て
い
て
、
冬

場
の
漁
師
が
大
事
に
し
て

い
る
場
所
だ
そ
う
で
す
。

サ
ン
ゴ
礁
が
破
壊
さ
れ
、

魚
が
い
な
く
な
り
遊
漁
船

も
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
こ
の
サ
ン
ゴ

は
他
の
サ
ン
ゴ
礁
が
あ
る

場
所
よ
り
水
深
が
深
く
て

太
陽
の
光
が
入
ら
な
い
か

ら
成
長
が
遅
い
そ
う
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
大
事
な
場
所

と
し
て
、
昔
か
ら
漁
師
た

ち
は
そ
こ
で
魚
を
捕
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
事
実
を
確
認
で
き
て

い
な
い
の
な
ら
ば
本
部
町

は
調
査
を
す
る
必
要
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

農
林
水
産
課
長　

作
業
船

の
移
動
後
は
、
苦
情
や
相

談
な
ど
は
漁
協
に
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
ま
だ
我
々
の
認
識

の
中
で
は
特
段
影
響
が
出

て
い
な
い
と
い
う
考
え
で

あ
り
ま
す
。

仲
宗
根
議
員　

こ
の
沖

縄
本
島
の
周
囲
は
サ
ン

ゴ
礁
が
発
達
し
て
お
り
、

海
上
保
安
庁
が
名
護
か

ら
以
北
、
辺
戸
岬
ま
で

を
二
〇
〇
八
年
度
か
ら

二
〇
一
二
年
度
に
か
け
て

精
密
海
底
地
形
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
部

半
島
近
海
で
も
サ
ン
ゴ
が

広
く
分
布
し
て
い
る
と
い

う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
ン
ゴ
の
分
布

の
範
囲
と
い
う
の
は
、
沿

岸
か
ら
リ
ー
フ
の
端
の
ほ

う
ま
で
一
km
あ
り
、
そ
れ

が
そ
の
幅
で
ず
っ
と
北
上

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
今

朝
も
近
海
を
み
て
き
ま
し

た
が
停
泊
し
て
い
る
船
が

十
二
隻
で
し
た
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
一
km
以
内
の
海

域
に
停
泊
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
サ
ン
ゴ
が
あ

れ
ば
明
ら
か
に
そ
こ
に
停

泊
し
て
い
る
船
の
錨
で
海

の
底
が
荒
ら
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事

で
す
。
こ
れ
は
一
度
本
腰

を
入
れ
て
調
査
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
辺

野
古
へ
の
土
砂
を
搬
出
す

る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
、

本
部
町
の
海
が
荒
ら
さ
れ

て
い
る
と
い
う
、
そ
う
い

う
事
実
を
把
握
す
る
上
で

も
国
に
対
し
て
調
査
を
要

請
す
る
こ
と
が
必
要
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

農
林
水
産
課
長　

沖
縄
県

の
水
産
課
の
ほ
う
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
停
泊

す
る
場
合
の
投
錨
に
つ

い
て
は
特
段
規
制
す
る

も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
写
真
な
ど
、
も
し

く
は
動
画
な
ど
が
あ
る
の

で
し
た
ら
、
ま
た
漁
協
と

も
相
談
を
し
な
が
ら
確
認

作
業
も
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な

影
響
は
な
い
だ
ろ
う
と
見

て
お
り
、
調
査
は
今
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

仲
宗
根
議
員　

残
念
な
が

ら
、
今
日
は
写
真
を
提
供

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
民
間
の
潜
水

士
が
高
価
な
水
中
カ
メ
ラ

を
買
っ
て
撮
影
す
る
の
は

大
変
難
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
本
部
町
で
も
調

査
す
る
の
は
困
難
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
な
お
さ
ら
国
に
調
査

を
依
頼
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
事

で
す
。

農
林
水
産
課
長　

漁
協
の

ほ
う
に
は
先
ほ
ど
言
っ
た

よ
う
に
、
現
在
は
苦
情
が

な
く
な
っ
た
と
い
う
事
も

あ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
で
理
解
し
て
い
ま

す
。
た
だ
環
境
の
部
分
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
ん
な
部

署
で
検
討
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
は
思
い
ま
す
。

仲
宗
根
議
員　

写
真
が
な

け
れ
ば
動
か
な
い
と
い
う

町
の
姿
勢
は
消
極
的
だ
と

思
い
ま
す
。
な
い
か
ら
こ

そ
調
査
し
て
ほ
し
い
と
い

う
町
民
の
思
い
が
あ
る
わ

け
で
す
。
本
部
は
観
光
立

町
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る

町
で
す
。
観
光
資
源
に

も
な
り
う
る
町
の
財
産
を

守
る
た
め
な
の
に
、
個
人

任
せ
の
よ
う
な
や
り
方
で

は
、
町
の
財
産
も
守
れ
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
の
準

備
不
足
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
調
査
を

し
て
、
再
度
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
質
問
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

仲宗根 須磨子 議員

塩川沖に停泊している土砂運搬船の
及ぼす影響について
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一般質問
具志堅 勉 議員
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具
志
堅
議
員　

一
、
谷

茶
線
の
滑
り
止
め
工
事

及
び
防
犯
灯
と
一
時
停
止

ポ
ケ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い

て
。
特
に
雨
降
り
は
危
険

で
す
。
上
か
ら
下
り
て
く

る
車
の
接
触
事
故
は
ま
れ

に
起
き
て
い
ま
す
。
上
が

る
車
は
ス
リ
ッ
プ
し
て
進

み
に
く
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
防
犯
灯
が
全
く
あ
り

ま
せ
ん
の
で
設
置
可
能
か

伺
い
ま
す
。

町
長　

本
路
線
は
、
勾
配

と
カ
ー
ブ
が
あ
る
事
か
ら

自
動
車
が
ス
リ
ッ
プ
し
や

す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

滑
り
止
め
舗
装
が
必
要

で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
次
に
防
犯

灯
の
設
置
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
本

町
の
補
助
事
業
で
あ
り
ま

す
安
心
安
全
な
地
域
づ
く

り
事
業
や
心
豊
か
な
わ
が

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を

活
用
し
、
各
行
政
区
が
必

要
に
応
じ
防
犯
灯
を
設
置

す
る
事
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
現
地

を
確
認
し
た
所
、
自
動
車

の
す
れ
違
い
が
し
に
く
い

箇
所
は
あ
る
も
の
の
、
ポ

ケ
ッ
ト
い
わ
ゆ
る
待
避
所

が
必
要
な
程
の
道
路
幅
員

が
狭
い
状
況
で
は
な
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
町

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地

域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、

定
期
的
な
路
肩
の
草
刈
り

に
よ
る
道
路
幅
員
を
確
保

す
る
よ
う
考
え
て
い
る
所

で
あ
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

二
、
中
学
三

年
生
と
高
校
三
年
生
の
学
習

支
援
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

町
内
の
中
学
校

に
は
学
力
向
上
推
進
教
師

を
配
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
学
校
教
師
を
活
用
し

て
の
放
課
後
の
補
習
、
又

は
夏
期
講
座
を
利
用
し
て

の
学
習
支
援
を
検
討
す
る

よ
う
各
学
校
に
通
知
を
出

し
、
支
援
を
し
て
い
る
所

で
あ
り
ま
す
。
塾
代
等
の

支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
町
で
は
個
人
へ
の
塾
代

を
支
援
す
る
制
度
は
検
討

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

就
学
支
援
と
し
て
の
育
英

奨
学
資
金
の
制
度
を
も
っ

て
現
在
対
応
し
て
い
る
所

で
あ
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

三
、
国
道

四
四
九
号
及
び
県
道
八
四

号
線
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長　

当
初
の
完
成
予
定

年
度
は
国
道
四
四
九
号
が

令
和
二
年
度
、
県
道
八
四

号
線
が
令
和
四
年
度
と
の

返
答
が
北
部
土
木
事
務
所

よ
り
あ
り
ま
す
。
国
道

四
四
九
号
が
遅
れ
て
い
る

理
由
と
い
た
し
ま
し
て
、

中
央
分
離
帯
設
置
に
つ
い

て
住
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
に
時
間
を
要
し

て
き
た
と
い
う
事
で
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
県
道

八
四
号
線
に
つ
い
て
は
、

遅
れ
て
い
る
理
由
は
特
に

な
い
と
の
返
答
を
し
て
お

り
ま
す
。
現
在
の
進
捗
状

況
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
し

た
所
、
令
和
元
年
度
ベ
ー

ス
で
換
算
す
る
と
、
国
道

四
四
九
号
が
七
十
七
％
、

県
道
八
四
号
が
七
十
八
％

と
な
っ
て
い
る
と
の
返

答
が
返
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
令

和
元
年
度
末
で
の
事
業
費

ベ
ー
ス
で
の
算
出
だ
と
い

う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

部
町
、
本
部
町
議
会
、
並

び
に
関
係
行
政
区
か
ら
の

要
請
を
継
続
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
引

き
続
き
沖
縄
県
に
対
し
ま

し
て
、
両
路
線
の
早
期
事

業
完
了
を
強
く
要
請
、
要

望
し
て
い
き
た
い
と
こ
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
所
で

ご
ざ
い
ま
す
。

１．谷茶線（辺名地への登り口）のすべり止め工事及び 
    防犯灯一時停止ポケットの設置について
２．中学校3年生と高校3年生の学習支援について
３．国道449号及び県道84号線の進捗状況の確認について

町道谷茶線
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お知らせ
　議会の傍聴希望について、新型コロナウイルス感染拡大防止を踏まえ、体温の測定によ
り 37.5 度以上の発熱がない事、咳、鼻水、強いだるさや息苦しさがない事を確認のうえで、
手指の消毒、マスクを着用し傍聴する様、お願いします。
　また、今後の感染症流行の動向を注視しながら、慎重に判断し、議会傍聴を制限する場
合がございますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

ひとりひとりの心がけが大切な人の命を守ります

12

　
残
暑
厳
し
き
折
、
町
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
体

調
管
理
に
は
十
分
注
意
さ
れ
、

熱
中
症
対
策
に
万
全
を
期
さ
れ

ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
生
活
あ
ら
ゆ
る
面
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
厳
し
い
現
状

に
置
か
れ
て
い
る
本
町
で
す

が
、
本
号
に
も
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
よ
う
に
、
二
回
の
臨
時

会
、
一
回
の
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
町
民
の
皆
様
、
本
町
の

企
業
、
事
業
主
様
に
向
け
た
、

様
々
な
支
援
策
が
決
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

行
政
、
議
会
、
一
丸
と
な
っ

て
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
を
下

支
え
で
き
ま
す
様
、
諸
課
題
に

当
た
ら
せ
て
頂
き
、
こ
の
議
会

だ
よ
り
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
町
民
の
皆
様
に
、
少
し
で
も

議
会
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
、

伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

も
と
ぶ
議
会
だ
よ
り

ハ
イ
サ
イ 

第
１
2
3
号

発 

行　
本
部
町
議
会

編 

集　
本
部
町
議
会
広
報
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本部町経済再生に向けた支援体制構築にかかる要請
　令和2年第5回本部町議会臨時会において可決されました、「本部町経済再生に向けた支援体制
構築にかかる要請決議」について、令和2年5月27日、本部町役場にて、新型コロナウイルスの早
期収束による平穏な生活を取り戻すことと、町民の生活向上と安定を図るため、緊急的な支援対
策を構築していただくよう、本部町議会として行政当局へ要請を行いました。


